
BPSDスポット調査とは



ケア困難事例と言われた認知症の人の状
態が安定し、笑顔もみられてきた。

（良いケアができた）

その経験を「見える化」して共有できないか・・・

BPSDスポット調査

このように考えたことありませんか？



BPSDスポット調査の目的
認知症の人の状態に即し

どのようなケアがどの程度の確率で有効かを明らかにする。
そのためにケア実践事例を多数集め、分析します。

ケアの実施

データの蓄積

データの分析

認知症の人の状態に則したケアの標準化



後評価 実際に実施したケアとケア実施後の認知症の人の状態

• 実施したケア：ケアの実施率＋有効性
• 認知症の人の状態：BPSD、QOL、症状の頻度・重症度 等

BPSDスポット調査の構造
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2～4週間後

後評価

前評価 ケア実施前の認知症の人の状態とこれから行うケア

• 認知症の人の状態：BPSD、QOL、認知機能、ADL・IADL、症状の頻
度・重症度 等

• これから行うケア：２２領域からチェック方式で選定



BPSDスポット調査の進め方のイメージ
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調査協力
に同意

BPSDが
出始める

ケアカンファレ
ンス等の実施

カンファレンス等に基づくケア

後評価

3週間後を目安に
2～4週間の間で評価

同じ認知症の人について、
この後、新たにBPSDが出れば、

再度登録しても良い

1事業所で複数人登録する
ことも可能。

登録作業は一人でも、

複数のスタッフで連携して
行っても良い。

前評価

ただし、前後の評価は
同じスタッフが担当

（重要）


